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概
説：

近
世
の
茶
の
湯

熊
倉
功
夫

一

茶
の
湯
に
お
け
る
近
世

日
本
史
に
お
け
る
近
世
に
は
い
く
つ
か
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
あ
る
。
一
つ
は
社
会
経
済
の
制
度
で
あ
る
石
高
制
で
あ

る
。
第
二
は
政
治
制
度
の
幕
藩
体
制
で
あ
り
、
第
三
は
商
業
流
通
の
制
度
で
あ
る
鎖
国
制
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
制
度

は
同
時
に
は
じ
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
石
高
制
は
す
で
に
桃
山
時
代
に
は
じ
ま
り
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
秩
禄

処
分
ま
で
続
い
た
と
み
る
な
ら
ば
、
近
世
は
一
五
六
〇
年
代
よ
り
明
治
初
年
ま
で
の
三
一
〇
年
余
と
い
え
る
。
幕
藩
体

制
は
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
開
幕
よ
り
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
藩
籍
奉
還
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
江
戸
時
代
二
六

五
年
間
と
な
る
。
鎖
国
制
は
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
渡
航
禁
止
か
ら
安
政
元
年
（
一
八
五

四
）
の
日
米
和
親
条
約
締
結
に
至
る
二
一
五
年
間
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
石
高
制
の
上
に
幕
藩
体
制
が
、
さ
ら
に
そ
の

上
に
鎖
国
制
が
乗
っ
て
近
世
が
形
成
さ
れ
た
の
で
、
三
つ
の
制
度
が
重
な
っ
た
二
一
五
年
間
こ
そ
、
近
世
が
近
世
ら
し

3



さ
を
最
も
強
く
保
っ
た
時
代
と
い
え
る
。
し
か
し
実
態
と
し
て
は
、
寛
永
時
代
に
至
っ
て
近
世
文
化
の
色
合
い
は
明
確

と
な
り
、
黒
船
来
航
よ
り
半
世
紀
く
ら
い
前
に
近
代
文
化
が
萌
芽
し
て
い
る
。
そ
の
間
が
文
化
に
お
け
る
狭
い
意
味
で

の
近
世
で
あ
る
。

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
の
利
休
切
腹
を
も
っ
て
戦
国
的
な
下
剋
上
の
茶
の
湯
の
終
焉
と
す
る
な
ら
ば
、
近
世
的

な
茶
の
湯
の
創
始
は
こ
こ
よ
り
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
利
休
七
哲
の
時
代
は
、
下
剋
上
の
茶
の
湯
の
残
響
と
近
世

的
茶
の
湯
の
胎
動
と
が
相
克
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
は
じ
ま
り
は
利
休
切
腹
と
し
て
、
で
は
い
つ
近
世
の
茶
の
湯
は
か

げ
り
を
み
せ
る
の
か
。
茶
の
湯
人
口
が
拡
大
し
、
地
方
都
市
町
人
や
豪
農
レ
ベ
ル
ま
で
茶
の
湯
が
浸
透
す
る
と
い
う
活

気
を
み
せ
た
一
九
世
紀
の
初
頭
に
、
近
世
的
茶
の
湯
に
か
わ
る
近
代
が
現
出
し
た
。

遊
芸
化
し
た
茶
の
湯
批
判
の
高
揚
、
批
判
者
と
し
て
の
煎
茶
家
の
登
場
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
天
明
・
寛
政
年

間
（
一
七
八
一
〜
一
八
〇
一
）
ご
ろ
を
一
つ
の
画
期
と
考
え
た
い
。
ま
だ
ま
だ
近
世
的
茶
の
湯
は
隆
盛
を
き
わ
め
て
い

る
の
だ
が
、
む
し
ろ
近
代
茶
の
湯
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
松
平
不
眛
な
ど
の
茶
の
湯
の
出
現
に
注
目
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
視
点
を
も
ち
つ
つ
、
本
巻
で
は
幕
末
の
茶
の
地
方
的
展
開
ま
で
追
跡
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
近
世
的
茶
の
湯
の
出
発
は
い
か
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
利
休
没
後
、
豊
臣
秀
吉
は
い
さ
さ
か

茶
の
湯
に
興
味
を
失
い
、
能
楽
に
夢
中
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
次
代
を
担
う
古
田
織
部
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
の
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
以
降
で
あ
る
。

慶
長
と
い
う
時
代
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
は
戦
国
的
な
下
剋
上
の
精
神
と
近
世
的
な
秩
序
社
会
形
成
の
政
治
と

4



が
激
し
く
対
立
し
た
時
代
で
あ
る
。
実
力
本
位
に
成
り
上
が
る
可
能
性
を
断
た
れ
た
若
者
た
ち
の
間
に
厭
世
的
な
気
分

が
た
だ
よ
い
、
そ
れ
が
反
社
会
的
な
行
動
や
風
俗
と
し
て
表
出
し
た
の
が
慶
長
時
代
の
特
色
で
あ
っ
た
。
ま
と
も
な
ら

ざ
る
若
者
た
ち
は
「
か
ぶ
き
（
傾
い
た
）
者
」
と
呼
ば
れ
、
異
風
異
体
の
風
俗
と
行
動
が
人
目
を
引
い
た
。
彼
ら
か
ぶ

き
者
の
風
俗
を
舞
台
に
の
せ
て
踊
り
に
仕
立
て
た
の
が
、
出
雲
阿
国
が
創
始
し
た
歌
舞
伎
踊
り
で
、
幕
府
が
開
か
れ
た

同
じ
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
京
都
北
野
天
神
の
境
内
に
登
場
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
か
ぶ
き
者
の
流
行
は
、
当
時
の
風
俗
を
描
く
洛
中
洛
外
図
の
恰
好
の
画
題
で
、
派
手
な
紋
様
を
染
め
出
し

し
り
ば
し

よ

た
衣
装
を
ま
と
い
、
大
た
ぶ
さ
を
結
い
、
尻
端
折
り
を
し
て
長
大
な
刀
を
さ
す
若
者
た
ち
の
喧
嘩
が
必
ず
と
い
っ
て
よ

い
ほ
ど
描
か
れ
て
い
る
。

新
し
い
江
戸
幕
府
の
も
と
に
編
成
さ
れ
る
幕
藩
体
制
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
か
ぶ
き
者
と
し
て
生
き
る
人
び
と
の
中
に

は
関
ヶ
原
合
戦
に
敗
れ
て
禄
を
失
っ
た
牢
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
か
ぶ
き
者
の
存
在
そ
の
も
の
が
反
幕
府
的

な
危
険
な
集
団
と
幕
府
か
ら
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
慶
長
時
代
の
後
半
は
熾
烈
な
か
ぶ
き
者
弾
圧
が
行
わ
れ
、
ま
と
も

な
ら
ざ
る
異
風
異
体
の
美
が
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。

利
休
の
自
刃
が
下
剋
上
の
茶
の
湯
の
否
定
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
か
ぶ
き
者
の
否
定
が
、
異
風
異
体
の
美
を
包
含

す
る
古
田
織
部
の
自
刃
で
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
慶
長
と
い
う
年
号
が
終
わ
る
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

異
風
異
体
の
風
俗
が
排
除
さ
れ
た
の
ち
、
社
会
は
安
定
と
平
穏
の
時
代
を
迎
え
る
。
こ
の
新
し
い
時
代
の
文
化
を
寛

げ
ん

な

え
ん

ぶ

永
文
化
と
呼
ん
で
い
る
。
元
和
偃
武
と
い
う
言
葉
通
り
、
慶
長
二
〇
年
・
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
を
も
っ
て
戦
争
の
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時
代
は
終
わ
り
、
徳
川
二
六
〇
年
の
平
和
の
時
代
が
き
た
。
元
和
年
間
よ
り
寛
文
年
間
（
一
六
一
五
〜
七
二
）
く
ら
い

ま
で
が
広
い
意
味
で
寛
永
文
化
の
時
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

寛
永
文
化
に
お
い
て
は
、
か
ぶ
き
的
な
デ
フ
ォ
ル
メ
は
影
を
ひ
そ
め
、
均
衡
が
と
れ
て
華
奢
で
装
飾
性
に
富
ん
だ
優

美
さ
が
喜
ば
れ
た
。
こ
の
美
意
識
を
当
時
は
「
き
れ
い
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
茶

人
小
堀
遠
州
の
美
意
識
を
「
き
れ
い
さ
び
」
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
時
代
の
風
潮
の
反
映
で
あ
っ
た
。

一
七
世
紀
中
期
を
過
ぎ
る
と
幕
藩
体
制
は
磐
石
の
も
の
と
な
っ
た
。
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
、
三
代
将
軍
家
光
の
二
代

に
わ
た
っ
て
大
名
配
置
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
政
治
的
重
要
拠
点
に
は
親
藩
・
譜
代
の
大
名
が
配
さ
れ
、
外
様
大

名
が
淘
汰
さ
れ
、
徳
川
幕
府
の
大
名
統
治
が
完
成
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
ず
み
は
大
名
の
改
易
に
と
も
な
う
大
量
の
牢
人
の

出
現
で
、
牢
人
が
社
会
不
安
の
種
と
な
る
こ
と
が
、
三
代
将
軍
家
光
の
死
を
機
に
顕
然
化
し
た
。
い
わ
ゆ
る
慶
安
・
承

応
の
変
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
幕
府
は
武
断
主
義
よ
り
文
治
政
治
に
転
換
し
た
と
さ
れ
る
。

茶
の
湯
も
、
こ
の
時
期
の
前
半
に
は
桃
山
時
代
に
頂
点
に
達
し
た
芸
能
性
と
政
治
性
を
失
い
、
後
半
に
は
近
世
的
な

茶
の
湯
を
完
成
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

二

政
治
性
の
喪
失
と
社
会
性
の
復
活

利
休
七
哲
と
い
う
言
葉
の
初
見
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
七
人
の
武
将
を
も
っ
て
利
休
の
弟
子
を
代
表
さ
せ
る
発

こ
う
し
ん

げ

が
き

想
は
、
少
な
く
と
も
寛
永
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
七
人
の
メ
ン
バ
ー
は
『
江
岑
夏
書
』
に
蒲
生
氏
郷
、
高

6



待』，勁草書房，２０１２年）

筒 井 紘 一（つつい ひろいち）

１９４０年生．早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了．文学博士．今日
庵文庫長・茶道資料館副館長・京都造形芸術大学教授
『懐石の研究―わび茶の食礼―』（淡交社，２００２年）『茶書の研究―数寄風
流の成立と展開―』（淡交社，２００３年）『利休の逸話』（淡交社，２０１３年）

日 向 進（ひゅうが すすむ）

１９４７年生．京都工芸繊維大学大学院修士課程修了．京都工芸繊維大学名
誉教授
『茶室に学ぶ 日本建築の粋』（淡交社，２００２年）『近世京都の町・町家・
町家大工』（思文閣出版，１９９８年）『物語ものの建築史 窓のはなし』（鹿
島出版会，１９８８年）



典』，淡交社，２００１年）「土屋相模守政直と茶の湯」（熊倉功夫編『茶人と
茶の湯の研究』，思文閣出版，２００３年）「土屋蔵帳とその歴史的意義」（吉
成英文編『常陸の社会と文化』，ぺりかん社，２００７年）

堀 内 國 彦（ほりのうち くにひこ）

１９４３年生．京都大学理学部化学科卒業．無機化学専攻．京都大学員外研
究員・研修員．
茶家堀内長生庵主．堀内宗完を襲名．表千家同門会理事．
共著に『京料理の歴史』（柴田書店，１９７９年）『茶花づくし（炉編・風炉
編）』（講談社，２０００年）編著に『茶道学大系・第８巻 茶の湯と科学』
（淡交社，２０００年）『茶の湯の科学入門』（淡交社，２００２年）

谷※ 端 昭 夫（たにはた あきお）

１９４８年生．大谷大学大学院博士課程修了．文学博士．裏千家学園講師・
湯木美術館理事・学芸部参与．
『茶の湯人物誌』（淡交社，２０１２年）『日本史のなかの茶道』（淡交社，２００７
年）『公家茶道の研究』（思文閣出版，２００５年）

山 田 哲 也（やまだ てつや）

１９５６年生．同志社大学大学院文化情報学研究科博士後期課程単位取得退
学．裏千家学園講師
「浪華の茶匠初代宗鳳・青木凡鳥」（『茶人と茶の湯の研究』，思文閣出版，
２００３年）「喫茶の歴史」（『茶大百科』Ⅰ，農山漁村文化協会，２００８年）
「千利休論――何が議論されてきたか」（『美術フォーラム２１』第２５号，
２０１２年）

佃 一 輝（つくだ いっき）

１９５２生．一茶庵宗家．
『煎茶の旅 文人の足跡を訪ねて』（朝日カルチャーVブックス，大阪書
籍，１９８５年）『おいしいお茶９つの秘伝 煎茶を愉しむ』（NHK出版，
２０００年）

矢 野 環（やの たまき）

１９４９年生．京都大学大学院理学研究科博士課程修了．理学博士．同志社
大学文化情報学部教授．
『君台観左右帳記の総合研究』（勉誠出版，１９９９年）『名物茶入の物語』
（淡交社，２００８年）「紹�所持名物道具の全容─天王寺屋宗伯所持道具と
ともに─」（『武野紹� わびの創造』，思文閣出版，２００９年）「�老葉�に
対する系統学的アプローチ―宗祇による連歌の系譜」（『文化系統学への招



執筆者紹介（掲載順／※印は本巻編集担当）

熊 倉 功 夫（くまくら いさお）

１９４３年生．東京教育大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学．静岡
文化芸術大学学長
『茶の湯の歴史――利休以前』（朝日新聞社，１９９０年）『寛永文化の研究』
（吉川弘文館，１９８８年）『近代茶道史の研究』（日本放送出版協会，１９８０
年）

八 尾 嘉 男（やお よしお）

１９７３年生．佛教大学大学院博士課程単位取得．京都造形芸術大学通信教
育部非常勤講師
「旗本茶人からみる近世前期武家の茶湯――多賀左近について――」（『藝
能史研究』第１８４号，２００９年）「近世中期摂北地域の茶湯――その交流関
係からうかがえる特徴――）（『鷹陵史学』第３０号，２００４年）「�茶譜�に
みる寛永年間から寛文年間の京都の茶の湯」（『野村美術館紀要』第１９
号，２０１０年）

原 田 茂 弘（はらだ しげひろ）

１９６３年生．筑波大学大学院博士課程歴史・人類学研究科単位取得．表千
家不審菴文庫主席研究員
「千利休の茶における人的構成」（『茶湯』第２２号，１９８９年）「江戸時代前
期の千家の茶の湯における武野紹�」（『武野紹� わびの創造』，思文閣
出版，２００９年）

中 村 利 則（なかむら としのり）

１９４６年生．京都工芸繊維大学工芸学部大学院修了．京都造形芸術大学教
授
『町家の茶室』（淡交社，１９８１年）『茶道学大系６ 茶室・露地』（編著，
淡交社，２０００年）「千利休論―異端の造形―」（『茶人と茶の湯の研究』，
思文閣出版，２００４年）

木塚久仁子（きづか くにこ）

１９６５年生．筑波大学第一学群人文学類（日本史）卒業．土浦市立博物館学
芸員
「�名物記三冊本�その構造と成立課程」（『茶道学大系第１０巻 茶の古
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